
第 10 回 西日本インカレ（合同研究会）専用企画シート 

必ず＜企画シート作成上の注意＞をご確認いただき、ご記入をお願いいたします。 

大学名（フリガナ） 学部名（フリガナ） 所属ゼミナール名（フリガナ） 

カンサイダイガク ケイザイガクブ ニシムラタケシ 

関西大学 経済学部 西村雄志ゼミ 

 

チーム名（フリガナ） 代表者名（フリガナ） チーム人数（代表者含む） 

アシナガヤンガーズ フジサキ ケイノスケ 

４人 
足長 YONGERS 藤崎 啓之介 

 

研究テーマ（発表タイトル） 

アイジョウノシェア 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 

税金なしの社会福祉を実現するためのビジネスモデルの提案 

 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 

家庭の貧困による、児童虐待問題が昨今の日本社会においてよく取り上げられているが、児童養護施設不足により 

子供たちの受け入れが進んでおらず、待機児童問題もかさねて問題になっている。 

また、施設に入所できたとしても、養護施設職員不足による施設間格差や、里親がみつからないといった諸問題も存在し、 

子供たち一人ひとりに関わろうとしても限界があり、家庭的とは言い難い環境である。 

また他の先進国に比べ、職員配置基準など日本は不十分である。 

 

３．研究テーマの課題 

 

日本は現在児童問題を国主体のボランティア活動で補っているが、これをビジネスモデル化することで 

多くの子供たちを手助けしながら、収益化することで多くの人を動かすことができないか。 

 

①施設入所後、実際の家族の愛情などを受けることなく育ってしまい、家庭に不信感を抱いてしまうという課題 

②待機児童数よりはるかに少ない施設数により受け入れが困難であるということ、 

 また、施設内職員数不足により子供たち一人ひとりと関わりづらいという課題 

 

 



 

 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 

里親希望と子どもたちのマッチングシステム 

    

 

児童擁護施設をビジネス化 

 

 

  

 



５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 

児童養護施設に実際に赴き、アンケート調査を行った 

ユニセフとふるさと納税などから着想を得て、ビジネスモデルを考えた。 

 

 

６．結果や今後の取り組み 

 

新自由主義的な税金なしの社会福祉の足がかりとなり得る 

今後の取り組みとして、収益モデルを作成し実現可能なビジネス化を図る 

 

７．参考文献 

 

日本子ども協会：https://npojcsa.com/jp_children/index.html 

日本ユニセフ協会：https://www.unicef.or.jp/ 

大阪西本願寺 常照園：http://jyoshoen.org/ 

 

 

 

●パワーポイント内に動画を使用されている場合、動画を使用しているスライドのページをご記入ください。 

なし 

 

 

●発表時に使用する成果物 （例．商品化した●●、店舗で配布したパンフレット、調査に使用したアンケート） 

なし 

 

【企画シート作成上の注意】 ※「第 10 回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 

・本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、審査を行っていただく大学教員・企業の方々に事前にお渡しいたします。 

・本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。また、翌年３月に公開予定の「日経ビジネス電子版」にリンクされた特設サイトに掲載されます。 

・本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

・本企画シートは、作成上の注意を含め、4 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリントし、4 ページ目までをお渡しします。 

・大会参加申込み時点から、チーム編成の変更（チームの人数・交代など）は、｢不可｣とさせていただきます。ただし、チームメンバーの留学等やむを得ない事情でチーム編成に変

更が生じる場合は、西日本インカレ事務局にご連絡ください。事務局より手続きについてご連絡をさせていただきます。なお、参加申込書提出時からのチーム名変更は「不可」とさせ

ていただきます。 

・商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日経 BP社・日経 BP マーケティングは一切の責任を負いません。 

・書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も同

様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

・発表時に使用する成果物がありましたらご記入ください。記入がない成果物は大会当日使用することができません。また記入いただいた内容について、事務局から代表者の方に確

認をさせていただく場合がございます。 

・電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

                                                                                                         

↑ここまでを 4 ページ以内に収めて、提出してください↑ 
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